
調査結果の概要 

Ａ 発育状態（身長・体重・座高） 

２ 身長・体重・座高の推移 

(３)座高 

座高の福井県平均値について､平成16年度、過去4年間、10年前、20年前
および30年前と比較してみると表５のとおりである。 

 



 
 

男子、女子共に伸びは横ばい状態となっている。10年前と比較すると、ほぼ
すべての年齢において差はない。20年前と比較しても男子、女子の5歳、6歳、
男子の7歳、女子の16歳ではマイナスとなっている。親の世代と比較すると、女
子の5歳以外のすべての年齢でプラスとなっているものの差は小さい。 

 
15歳、16歳、17歳における身長に占める足の長さ（身長から座高を引いたも



の）の割合をみると、男子、女子共に平成8、9年を境に低下する傾向がみら
れる。 
男子は年齢間における差はほとんどみられないが、女子は、年齢が高くな
るにつれて割合が上がる傾向にある。 

 

 


